
平成２３年（２０１１年）５月１１日発行－３－　　（２２８号） 議 会 だ よ り

平
成　

年
度
施
政
方
針
に
対
す
る

２３

各
会
派
の
質
疑

 　

野
見
山　

契
地
域
主
権
改
革
で

の
保
育
や
介
護
の
質
の
低
下
の
懸

念
。
形
公
の
施
設
設
置
に
住
民
投

票
が
で
き
る
よ
う
に
地
方
自
治
法

が
改
正
さ
れ
る
。
見
解
は
。

　

市
長　

契
国
か
ら
の
確
実
な
財

源
保
障
が
必
要
。
国
へ
市
長
会
を

通
し
、
意
見
を
上
げ
る
。
形
現
在

中
身
が
ど
う
な
る
の
か
、
確
固
た

る
考
え
が
な
い
の
で
研
究
す
る
。

　

漢
人　

契
ご
み
問
題
は
環
境
配

慮
を
優
先
し
た
非
焼
却
方
式
の
導

入
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
は
。
形

環
境
配
慮
優
先
の
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
本
格
定
着
と
総
合
的
な

体
制
強
化
を
図
ら
な
い
か
。

　

市
長　

契
安
定
的
な
処
理
が
第

み

ど

り

・

市

民

ネ

ッ

ト

一
義
的
。
非
焼
却
に
つ
い
て
も
考

え
る
。
形
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

青
木　

新
庁
舎
建
設
市
民
検
討

委
員
会
の
答
申
を
リ
ー
ス
庁
舎
の

早
期
解
消
に
つ
な
げ
よ
。　

年
末

２０１３

の
リ
ー
ス
庁
舎
の
契
約
満
了
ま
で

に
建
設
を
終
え
る
た
め
今
す
ぐ
あ

ら
ゆ
る
方
策
の
検
討
を
す
べ
き
。

　

市
長　

手
続
を
踏
む
必
要
が
あ

る
し
財
政
問
題
も
あ
る
。
今
言
わ

れ
た
こ
と
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し
た
い
。

　

渡
辺　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
。
市
長
は
都
市
再
生
機
構

の
「
一
棟
で
登
記
で
き
る
」
と
の

話
を
鵜
呑
み
に
し
た
。
そ
の
結
果
、

市
議
会
の
購
入
議
決
は
無
効
に
な

っ
た
。
民
間
の
常
識
で
言
え
ば
、

市
に
は
買
取
り
義
務
は
な
い
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

　

市
長　

法
的
な
見
解
は
、
ま
だ

研
究
し
て
い
な
い
。

　

片
山　

契
経
済
的
に
困
難
な
家

庭
や
発
達
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
子

ど
も
へ
の
支
援
を
深
め
、
教
育
格

差
の
解
消
を
。
形
人
権
・
平
和
・

男
女
平
等
施
策
は
啓
発
だ
け
で
は

不
十
分
。
具
体
的
な
反
映
を
。

　

市
長　

契
家
庭
環
境
に
よ
る
教

育
格
差
は
あ
る
の
か
。
き
め
細
か

い
教
育
は
必
要
。
形
講
演
な
ど
で

の
啓
発
を
進
め
る
。

　

田
頭　

契
駅
南
口
の
大
型
店
舗

で
は
、
障
が
い
者
雇
用
率
は
店
舗

全
体
で
は
満
た
さ
れ
て
い
る
た
め
、

新
規
雇
用
は
無
か
っ
た
。
市
か
ら

の
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
は
。
形

若
者
の
就
職
状
況
が
悪
く
、
生
活

保
護
が
増
え
た
が
支
援
策
は
。

　

市
長　

契
把
握
せ
ず
。
形　

代
２０

の
受
給
者
数
は　

％
増
。
若
者
就

５０

労
支
援
は
企
業
の
社
会
的
責
任
で
。

後
も
我
々
は
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　

鋸
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

や
体
育
館
、
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス

等
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

更
な
る
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

多
く
の
意
見
を
聴
く
中

で
、
今
後
に
つ
い
て
、
各
機
関
を

通
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

 　

宮
下　

虚
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
宇

宙
船
地
球
号
は
事
務
局
長
の
山
本

敏
晴
氏
が
撮
影
し
た
写
真
展
や
講

演
会
の
開
催
を
通
し
、
ア
フ
リ
カ

等
、
難
民
の
暮
ら
し
を
広
く
知
ら

し
め
、
平
和
社
会
構
築
の
た
め
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
展
示
等
の
開
催
を
、
市
と

し
て
取
り
組
ま
な
い
か
。

　

市
長　

国
際
平
和
協
力
に
つ
い

て
は
、
現
地
に
持
続
可
能
な
社
会

を
つ
く
る
と
い
う
仕
方
が
あ
る
。

山
本
敏
晴
氏
は
ま
さ
に
そ
の
実
践

を
し
て
き
た
人
だ
。
提
案
に
つ
い

て
は
、
内
容
を
把
握
し
た
上
で
考

え
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

小
金
井
市
議
会

公

明

党
　

許
過
去
、
当
市
は
人
件
費
比
率

で
、
全
国
的
に
最
悪
の
値
を
何
度

も
記
録
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
後
、

大
き
く
改
善
し
て
き
た
が
、
今
後

の
行
革
に
対
す
る
決
意
を
問
う
。

　

市
長　

人
件
費
は　

億
円
だ
っ

１０４

た
こ
と
も
あ
る
が
、
今
年
度
は　
７２

億
円
と
な
っ
た
。
行
革
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
差
額
分
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
使
わ
れ
た
。
今
後
も
き
ち
ん

と
行
革
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

距
「
江
戸
東
京
野
菜
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
等
、
市
民
団
体
と
の
コ
ラ

ボ
は
と
て
も
成
功
し
た
と
思
う
。

今
後
は
こ
う
し
た
事
例
を
、
一
つ

一
つ
着
実
に
積
み
上
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

市
民
の
方
々
の
参
加
で

盛
り
上
が
る
の
が
一
番
良
い
。
今

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

水
上　

４
月
か
ら
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
る
と
述
べ
て

い
る
が
、
未
登
記
に
な
っ
た
原
因

が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
中
で
開
設

す
べ
き
で
は
な
い
。
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
は
、
都
市
再
生
機
構
が
永

久
管
理
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

都
市
再
生
機
構
は
自
分

た
ち
の
ミ
ス
で
あ
る
と
言
っ
て
い

る
。
市
に
は
責
任
は
な
い
。

　

水
上　

施
政
方
針
で
は
「
参
加

と
協
働
」
を
推
し
進
め
る
と
述
べ

て
い
る
が
、
図
書
館
や
学
童
保
育

の
委
託
化
問
題
な
ど
こ
れ
に
反
し

て
い
た
。
反
省
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

市
長　

全
て
自
分
の
考
え
が
通

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

 　

森
戸　
「
し
あ
わ
せ
に
向
け
た

再
生
小
金
井
の
ス
タ
ー
ト
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
市
民
が
幸
せ
に
な

れ
る
具
体
策
が
な
い
。
日
本
共
産

党
が
調
査
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
約　

％
の
市
民
が
「
生
活

６０

が
苦
し
く
な
っ
た
」
と
答
え
て
い

る
。
中
に
は
「
１
日
数
百
円
で
過

ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
経
済

的
支
援
な
ど
市
民
の
生
活
を
守
る

打
開
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

持
続
可
能
な
社
会
を
形

成
す
る
た
め
、
受
益
者
負
担
、
民

間
委
託
な
ど
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

森
戸　

ご
み
処
理
施
設
問
題
は
、

「
１
日
も
早
く
安
定
的
な
ご
み
処

理
体
制
が
確
立
で
き
る
よ
う
に
全

力
を
挙
げ
た
い
」
と
し
か
述
べ
て

い
な
い
。
二
枚
橋
焼
却
場
跡
地
へ

の
建
設
は
不
可
能
。
今
後
の
方
向

性
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

基
本
的
な
考
え
方
に
変

化
は
な
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を

日

本

共

産

党

小
金
井
市
議
団

い
以
外
は
使
用
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
形
正
規
に
支
払
う
分
に
上

乗
せ
す
る
。
径
平
成　

年
度
か
ら

２６

建
て
替
え
る
予
定
。
高
架
下
利
用

も
視
野
に
入
れ
、
検
討
し
て
い
く
。

　

露
口　

市
職
員
給
与
は
依
然
高

い
。
原
因
は
昇
級
試
験
に
よ
ら
ず

勤
め
た
年
数
や
上
司
の
判
断
で
給

料
表
が
ア
ッ
プ
す
る
「
わ
た
り
」

に
あ
っ
た
。
給
与
構
造
改
革
の
実

施
は
最
優
先
だ
。
人
件
費
抑
制
・

給
与
構
造
改
革
の
実
施
を
問
う
。

　

市
長　

平
成　

年
の
人
事
院
勧

１７

告
に
な
ら
う
改
革
は
遅
れ
て
き
た
。

平
成　

年
度
は
給
与
２
・
３
％
引

２２

下
げ
、
平
成　

年
度
は
給
料
表
が

２３

都
基
準
に
変
更
、
改
善
す
る
。

 　

中
根　

高
齢
者
福
祉
の
中
で
も

参
加
者
が
大
変
多
い
悠
友
ク
ラ
ブ

と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
契
補
助
金
の
使
い
方
。
形
事

業
仕
分
で
影
響
を
受
け
た
額
の
補

填
を
。
径
事
務
所
作
業
所
の
今
後
。

　

市
長　

契
基
本
的
に
は
飲
み
食

自

由

民

主

党

小
金
井
市
議
団

Ｕ
Ｒ
に
は
早
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

消
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
形
方

針
は
変
更
す
る
。
施
行
者
を
明
確

に
し
、
与
え
ら
れ
た
条
件
の
中
で

事
業
の
方
向
性
を
定
め
て
い
く
。

　

許
中
央
線
連
立
交
に
つ
い
て
契

高
架
下
利
用
の
現
状
は
。
平
成　
２３

年
度
中
に
確
定
さ
せ
る
べ
き
。
形

武
蔵
小
金
井
駅
の
乗
降
客
数
の
増

加
施
策
に
取
り
組
む
べ
き
。
ま
た
、

始
発
便
の
増
加
を
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し

て
ほ
し
い
。

　

市
長　

契
両
駅
に
駐
輪
場
、
東

小
金
井
駅
に
は
市
政
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
決
め
て
い
る
。
沿
線
６
市

で
協
力
し
て
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
具
体

化
さ
せ
た
い
。
形
近
隣
市
か
ら
の

バ
ス
路
線
確
保
に
加
え
、
味
の
素

ス
タ
ジ
ア
ム
や
羽
田
へ
の
直
行
便

開
発
も
努
力
し
た
い
。
始
発
に
つ

い
て
は
機
会
あ
る
ご
と
に
Ｊ
Ｒ
に

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

 　

村
山　

虚
武
蔵
小
金
井
駅
南
口

再
開
発
に
つ
い
て
契
都
市
再
生
機

構
（
Ｕ
Ｒ
）
が
暫
定
管
理
す
る
こ

と
に
な
っ
た
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

を
４
月
オ
ー
プ
ン
し
て
新
た
な
財

政
負
担
は
発
生
し
な
い
か
。
取
得

す
る
な
ら
ば
値
引
き
を
し
、
現
実

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
べ
き
。

形
第
二
地
区
に
新
庁
舎
を
建
設
す

る
市
の
方
針
は
、
蛇
の
目
跡
地
を

庁
舎
建
設
予
定
地
と
す
る
市
民
検

討
委
員
会
の
答
申
を
尊
重
し
変
更

と
な
る
の
か
。
ま
た
、
施
行
主
は

Ｕ
Ｒ
で
よ
い
の
か
。
市
の
財
政
も

考
慮
し
慎
重
に
対
応
す
べ
き
。

　

市
長　

契
交
付
金
、
起
債
の
繰

越
し
が
可
能
に
な
っ
た
し
、
Ｕ
Ｒ

へ
新
た
な
負
担
は
で
き
な
い
と
明

言
し
て
い
る
。
再
度
、
取
得
議
案

を
出
す
場
合
は
前
回
の
約　

億
円

４１

を
上
回
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

民

主

党

・

社

民

ク

ラ

ブ

合
わ
せ
て
や
っ
て
い
く
。
形
小
金

井
教
育
プ
ラ
ン
に
示
し
た
よ
う
に

充
実
し
て
い
き
た
い
。
径
支
え
合

い
の
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

 　

中
山　

経
済
活
性
化
と
商
業
観

光
振
興
及
び
農
業
支
援
へ
の
臨
機

応
変
な
追
加
措
置
、
文
化
芸
術
事

業
の
推
進
、
き
め
細
や
か
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
と
持
続
可
能
な

財
政
健
全
化
策
の
推
進
、
災
害
時

要
援
護
者
支
援
の
強
力
な
推
進
を
。

　

市
長　

経
済
活
性
化
策
は
小
金

井
を
元
気
に
す
る
。
持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
は
更
な
る
行
革
が
必

要
。
豊
か
な
生
活
へ
「
し
あ
わ
せ

に
向
け
て
」
の
政
策
を
推
進
す
る
。

　

遠
藤　

契
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
時
の
見
守
り
を
中
心
と
し
た
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
更
な
る
充
実
を
。

形
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の
充
実
を

ど
の
よ
う
に
図
れ
る
か
。
径
高
齢

者
の
方
々
が
孤
独
に
な
ら
な
い
体

制
づ
く
り
を
。

　

市
長　

契
行
政
と
地
域
が
力
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ

 　

篠
原　

市
施
策
は
財
政
の
裏
付

け
あ
っ
て
こ
そ
だ
。
市
長
が
財
政

再
建
に
努
力
し
改
善
さ
れ
て
き
た

事
は
大
変
評
価
す
る
。
し
か
し
国

の
財
政
政
策
と
の
関
係
で
臨
時
財

政
対
策
債
に
依
存
す
る
予
算
を
組

む
こ
と
は
抑
制
さ
れ
る
。
今
後
独

自
財
源
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

落
ち
込
ん
で
い
る
市
税
収
納
率
を

上
げ
て
行
く
こ
と
が
大
事
で
あ
ろ

う
。
都
計
税
を
元
の
率
に
戻
す
こ

と
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

臨
対
債
は
漸
減
す
る
。

そ
れ
に
見
合
う
税
収
確
保
と
歳
出

抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

収
納
率
を
上
げ
て
行
く
努
力
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

改

革

連

合

 　

斎
藤　

契
新
ご
み
処
理
施
設
は

Ｈ
Ｄ
Ｍ
方
式
と
炭
素
化
を
組
み
合

わ
せ
た
、
非
焼
却
シ
ス
テ
ム
と
す

る
べ
き
で
あ
る
。
形
広
域
支
援
で

ご
み
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て

い
る
他
市
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気

持
ち
を
。

　

市
長　

契
平
成　

年
度
を
含
め

２３

て
安
定
的
な
処
理
を
確
立
す
る
こ

と
が
第
一
。
共
同
で
行
う
と
こ
ろ

と
意
見
を
一
致
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
形
他
市
の
方
々
に
は
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

■
そ
の
他
に
、
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
の
欠
陥
の
是
正
と
新
庁
舎
建
設

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

こ

が

ね

い

市

民

会

議
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